
令和６年度地域交響プロジェクト交付金 申請書類 

※事業要件（募集要領１０ページ）を見ながら記載してください。 
※これまでに本交付金を活用された団体は、その成果や実績等を踏まえて記載してください。 
※記入欄が不足する場合は、複数ページにまたがっても構いません。 

（別紙１－１－１） 
団体名：日本防災士会 京都府支部 

事 業 計 画 書 (概要について)     （※全項目を記入すること） 
事業名 防災士と地域をつなげる防災カフェ 

プログラム 
（該当する項目に✔印） 

 重点課題対応プログラム 
（１ 子育て 2 要配慮者支援 〈ａ 高齢者支援 ｂ ひきこもり支援 ｃ 障害者支援 ｄ その他（      ）〉 

3 防災  4 多文化共生  5 移住促進 ） 
☐ 基盤強化プログラム 

１．実施予定の事業について教えてください。 

 

① 事業を実施する「地域（エリア）」を記入してください。市町村に加え、必要に応じて具体的な地域の名称まで記入してください。 

 京都府全域 （舞鶴市・宮津市・京丹後市・綾部市・福知山市・長岡京市） 

② 事業を実施する地域（エリア）が持つどのような地域課題を解決する事業を実施されますか。また、地域課題を解決するために、
なぜその事業を実施するのかについても併せてお答えください。 

事業を実施する地域（エリア）が持つ 
（地域課題） 

という地域課題を解決するため、 
多世代の人が楽しみながら防災知識を学ぶ場がない 

（誰を） 
を対象とした 

（事業概要） 
事業を実施する。 

地域住民 防災における自助、共助の在り方、日常で活かせる防災知識を学ぶ 

その理由は、 
（地域課題をふまえて、事業を実施する理由） 
地域住民が気軽に参加できる防災の学びの場を作り、その場所を防災に関心のある方の交流の場とする事で共に学
び、活動できる地域防災の輪を広げていくことができるため。 

２．この事業を通じて、目指す地域の姿（目標）はどのようなものですか。 

 防災カフェを通じて共に学び、交流を深めた地域住民同士が連携して京都府内の地域の安心安全につなげて行く事を目標とします。 

３．１で記入した地域課題の解決に向けて、今年度、交付金を活用して実施する事業について、具体的に記入してください。 
地
域
住
民
の
参
画 

① 貴団体のメンバー以外に、この事業の運営・実施には地域住民などどのような方々がどのように関わっていますか。 

自治会や行政 地域の各学校、社会福祉協議会等に参加者の呼びかけをしてもらいます。 

持

続

性 

② 事業を継続させるため、資金調達などの取組や事業協力者を増やす工夫は何を行っていますか。もしくは、行う予定ですか。 
資金調達に関して 
当会の防災士が地域の防災力をアップする為の講座を広報の一環として YouTube に配信する事が当会の事業内容を PRする事に繋
がり、結果として地域や企業から委託事業（講演や講習会、BCPの策定）を増やし資金調達を実施します。 
 
事業協力者を増やす工夫について 
YouTubeチャンネルを開始して活動内容を公開して支部活動の広報として活用します。 
YouTubeとホームページの運営は今後も強化する予定です。 
事業内容を紹介する支部独自のパンフレットも作製してPRを実施します。 
YouTube動画やパンフレットをみて活動に興味をもった方が事業協力者になっていきます。 
 
 
 
 



公

共

性 

③ この事業を広く地域住民に参加・理解してもらうためにどのようなことを行っていますか。 

ホームページの活用や会員の口コミを利用して地域住民の参加と理解を促します。 

発

展

性 

④ これまでの活動を踏まえて、この事業を発展させていくための取組や今年度行う新しい工夫は何ですか。 
事業を発展させる為の取り組みとして 
今まではホームページと口コミだけの広報でしたが YouTube に動画を掲載することや、今までなかった支部独自のパンフレットを
作製して広報につなげてまいります。 
 
今年度が初めての事業になります。 


